移住者交流会　雫石町紹介
　「雫石の移住促進とメディア発信」
畑　結菜
私が事前学習として雫石町について調べている時に受けた印象が、「自然豊かで活発である」ということでした。実際に訪れてみてそれをひしひしと感じていますが、なぜそのように感じたのでしょうか、何が雫石を活発な町にしているのでしょうか。雫石町は観光事業や移住支援、イベントなどさまざまなことを行っていますが、メディアを使ってうまく発信していることが大きいのかな思いました。snsは主にインスタグラム、Facebook、X、YouTubeなどを活用しています。
　その中でも、気になったのが「虹の似合うまち」というブランドメッセージです。
　プロモーション動画やsns、ホームページやふるさと回帰フェアのエントリーにまでがこのブランドメッセージが使われています。ここまでブランドメッセージが様々なところに浸透している地域は他には思いつかないくらい徹底してこのブランドメッセージが利用されていました。また、他にもさまざまなブランドメッセージを持つ地域がありますが、雫石町は特徴的だと思ったのがその抽象的なメッセージです。「音楽の都ウィーン」や、「日本一の温泉県大分」など、その地域で有名なものや発祥のものなどにちなんだものはよくありますが、「虹の似合うまち」のような抽象的なブランドメッセージはなかなか聞かないですよね？このブランドメッセージはどのような効果をもたらしているのでしょうか。
　このブランドメッセージが作られた背景や思いを調べてみました。きっかけは、中高生の「虹が出るよね」という一言だったそうです。また、このブランドメッセージは町民が誇れるような町にするために作られたそうで、虹を通して町が盛り上がるような雰囲気を作り出しました。
　私はすごくこの自然を通して町が一体となる、「虹が似合うまち」というブランドメッセージが好きです。みなさん雫石が好きでここにいる方が多いと思いますが、こういった部分に目を向けてみると面白い学びや発見があるかもしれません。
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